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「メッセージ」ツール

• 受講者やTAとのメールのやりとり

戸田智基，“NUCT講習会オンデマンド教材”，2020年3月23日



「メッセージ」ツールの使い方の手順

• 使い方
1. NUCTの「メッセージ」ツールを使ってメールの送受信を実施

（見落としを防ぐため、全学メールへのCc送信機能の利用を推奨）

個々の受講者との個別連絡に利用できます。
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「メッセージ」ツール

• 個々の受講者への個別連絡

• 個々の参加者とのメールのやりとり

• 学生全体やTA全体に対するメール送信

「メッセージ」を
クリックします。

一般的なメールと同じです。

各機能が表示されます。「権限」を
クリックすると、「メッセージ」ツール
において個々のロールの参加者が
できることを設定できます。
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「メッセージ」ツール

• 個々の受講者への個別連絡

• 個々の参加者とのメールのやりとり

• 学生全体やTA全体に対するメール送信

メールを送信する場合は「メッセージを作成」を
クリックします。

「宛先」を選択します。ロール単位で複数人に
一括で送信することもできます。



「メッセージ」ツール

• 個々の受講者への個別連絡

• 個々の参加者とのメールのやりとり

• 学生全体やTA全体に対するメール送信

「件名」を入力します。

「Ccの送信」をチェックすることで

全学メールにもあわせて送信する
ことができます。

【注】「Ccの送信」を使わない場合、受信者は「メッセージ」

ツールでしかメールを確認できません。見落としを避ける
ために「Ccの送信」をチェックして下さい。
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「メッセージ」ツール

• 個々の受講者への個別連絡

• 個々の参加者とのメールのやりとり

• 学生全体やTA全体に対するメール送信

メールの本文を記入します。

「プレビュー」をクリックします。

教員編メッセージ：5



「メッセージ」ツール

• 個々の受講者への個別連絡

• 個々の参加者とのメールのやりとり

• 学生全体やTA全体に対するメール送信

内容を確認して問題なければ
「送信」をクリックします。
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